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P −112　腹腔鏡下子宮外妊娠手術の 術後成績 と術式選択 に 関す る 考察
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【目的】当教室に おけ る腹腔鏡下子宮外妊娠手術症例の 手術成績を検討 し，腹腔鏡 に よる子宮外妊娠手術 の 術式選択とそ の 問

題 点 につ い て考察 した．
【方法】1994．1〜2001，9まで に 腹 腔鏡 下 子宮外妊 娠 手術 を実施 した卵管妊 娠 64例一

卵管切除術29例 （切除群 ）， 卵管線状切開術

27例 （切 開群 ），1鮭腫 除 去術 8 例 （除去 群 ）を対象 と した．ま た，腹 腔 鏡 ド卵管保存手 術 の 適 応 は，1．挙児希 望 が あ る こ と，
2．未破裂卵管 で あ る こ と，3．卵管周囲 に 強固な癒着 を認め ない こ と，4．卵管采を含み 4cm 以 上 の 健常卵管を温存可能で あ る こ

と，5．術前 の 超音波断層検査 で 胎児心拍動を認め な い こ と と した．
【成績】術後子宮卵管造影で患側卵管の疎通性 が確認で きた 症例 は ， 切開群55．6％ （10／18）， 除去群100％ （3／3）で あっ た．ま

た術 後 の フ ォ ロ ー
ア ッ プ が 可 能 で あ っ た 症 例 の 子宮 内 妊 娠 率 は，切 除9e57．1％ （8／14），切 開群 64．7％ （11！17），除 去 群 50，0

％ （3／6）で あ っ た．また術後の 同側反復子宮外妊娠 は，共 に 卵管采癒着を認め た卵管膨大部妊娠例 （切開群） と術前に 胎児

心 拍動 を認 め た 卵管采妊娠例 （除去群）の 2例 に み られ た．今 回 の 検討で は，絨毛遺残 に 起因 す る PEP 症例 は 認め なか っ た．
【結 論】当教 室 で の 腹腔鏡下子 宮外妊娠手術の 術後成績 は諸家の 報告 と 同等 な い しは そ れ以 一ヒで あ り ， 当教察で の 腹腔鏡下 子

宮外妊 娠 手術 の 適 応 基 準設定 と術式 選 択 の 妥当性 を示す もの と思 わ れ た．また，卵管保存術後 の 同側 反復子宮外 妊 娠症 例は い

ずれも卵管采 に 癒着を認 め た症例 で あ り，こ の よ うな症傚 に対して は卵管切除術を選択すべ きと考えられた．
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【目的】子宮腺筋症 の 発症機序 と して は子 宮内膜基底層の 筋層内へ の 直接侵潤で あ る とい う仮説が優勢で あるが，その 浸潤機序につ い て

は 明らかで ない ．ヘ パ ラナ
ーゼ は，細胞外基質や基底膜 に存在するヘ パ ラン 硫酸プ ロ テ オグ リカ ン を特異的に分解する酵素で あり，多

様な シ グ ナル 伝達の 修飾作用を有し，悪性腫蕩で は その浸潤へ の 関与が 報告され て い る，そこで 子宮腺筋症に お ける ヘ パ ラ ナ
ーゼ発現

を調 べ
， 正 常子宮内膜 ， 子宮内膜症で の発現 との 比較か らその意義を検討 した．

【方法】同意 を得て 手術 時 に 採取 した子宮腺筋症12例，卵巣子宮内膜症26例，直腸深 部子 宮内膜症 2 例，正所性子 宮内膜21例 （増殖期ll

例，分泌期10例）の パ ラ フ ィ ン 包埋切片を用い ，免疫組織化学的に ヘ パ ラ ナーゼ発現 を検討した，
【成績】子宮腺筋症病巣で は12例中10例で腺細胞にお ける ヘ パ ラナ

ー
ゼ 発現が強陽性で ある の に対 し，卵巣子宮内膜症で は 26例中24例が

陰性であ っ た．直腸深部浸潤性子宮内膜症で は 2例中2例で病巣の腺細胞が 強陽性であっ た．い ずれ にお い て も， 異所性内膜間質細胞

に お い て は陰性 で あ っ た．正所性子 宮 内膜 で は増 殖期基底層の 腺細 胞 と，機能 層の 問質細 胞 におい てヘ パ ラ ナーゼ 発 現 を認め た，
【結謝 r・宮腺筋症病巣の 腺細胞で ヘ パ ラ ナーゼが高発現して い た こ とか ら，そ の 多彩な活性が子宮内膜基 底層に浸潤性格を もた らし子

宮腺筋症の 形成に 寄与 して い る可能性が 示唆され た，また子宮内膜症組織で は 表層病巣で は 殆 ど陰性で あ っ た の に 対 し，直腸深部内膜

症で発 現亢進が 認め られた こ とか ら， 子宮内膜症の 中で も浸潤性格を有する直腸深部内膜症の 病態にヘ パ ラナ
ー

ゼ が 関与する可能性が

示唆 され た，

P−114　 子 宮 内膜 症 細 胞 に お け る IL−8ta生 とス テ ロ イ ドホ ル モ ン に よ る制御
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【目的】Tumomecrosis 　factorα （TNF α ）は Interleukin−8 （IL−8）の 産生 を誘導す る こ と に よ っ て 子宮内膜症細胞 の 増殖 を促

進す る こ と を報告 した．TNF α は転写因子 NF κ B を活性化す る こ とが 知 られ て い る．本研究 で は，子宮内膜症 細胞の IL8

産 生 に お よぼ す ス テ ロ イ ドホ ル モ ン の 影響 と NF κ B の 関 与に つ い て 検討 した ．
【方法 】患者 6 例 の 同 意の もと，乎術時 に採取 した卵巣チ ョ コ レート嚢胞壁か ら内膜症間質細胞を分離培養 した．TNF α （0
−　10ng〆ml ）の 単独添加 ， あ る い は TNF α （100　pg／ml ）の 存在下 に E2，　P4また はデ キサ メ サ ゾ ン （DEX ）を添加 し，

24時 間

培養 した．問質細胞上 清中の II！8濃度 を ELISA で 測定し，間質細 胞 の リ ン 酸 化 1κ B を Western　hlottingに て 検索 した．
【成 績】TNF α の 添加 は，間質細胞 上清中の IL−8産 生 を 濃 度 お よび 時 間依 存 性 に 増 加 させ た．　 TNF α 存 在 下 で の IL−8産 生 は ，

E2お よ び P4 の 添加 に よ り166％お よ び 187％へ と増加 し た．一
方，　 DEX 添加 に よ りIL・8産 生 は39％ に 抑制 さ れ た．　 TNF α

の 添加 に よ り問質細 胞の リ ン酸化 1κ B は207％ に 増加 した．リ ン 酸化 lrcB の 発現 は E2 お よ び P4 の 添加 で さ ら に 促進 され，
DEX の 添 加 に よ り抑 制 され た．
【結 論 】子 宮 内 膜 症 問 質 細 胞 にお い て ，TNF α は NFKB を活 性 化 す る こ と に よ り IL・8産 生 を促 す こ とが 明 らか とな っ た ．ス テ

ロ イ ドホ ル モ ン は NF κB の 活性化 を介 して IL−8の 産 生 を制 御 し，子宮 内 膜 症細 胞 の 増殖 に関 与 す る可 能性が 示 唆 され た．
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